
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

韓国日本文化学会第51回国際学術大会（2）

朴, 美姾
九州大学大学院地球社会統合科学府 : 博士後期課程

https://doi.org/10.15017/1932024

出版情報：九大日文. 30, pp.101-103, 2017-10-01. 九州大学日本語文学会
バージョン：
権利関係：



101

韓
国
日
本
文
化
学
会
（T

he
Japanese

C
ulture

A
ssociation

of
K
orea

）
は
、

日
韓
両
国
の
研
究
者
が
学
術
的
な
交
流
を
通
し
て
日
本
文
化
の
コ
ン
テ
ン

ツ
を
研
究
・
開
発
す
る
学
会
で
あ
る
。
国
際
学
術
大
会
は
、
春
季
と
秋
季

に
分
け
て
年
二
回
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ソ
ウ
ル
／
京
畿
、
大
田
／
忠

南
・
北
、
光
州
／
全
南
・
北
、
大
邱
／
慶
北
、
釜
山
／
慶
南
／
済
州
の
各

地
域
ご
と
に
前
半
と
後
半
各
一
回
ず
つ
、
年
十
回
の
地
域
セ
ミ
ナ
ー
が
行

わ
れ
て
い
る
。
国
際
学
術
大
会
や
地
域
セ
ミ
ナ
ー
で
発
表
し
た
研
究
は
、

年
四
回
発
行
さ
れ
る
『
日
本
文
化
學
報
』
に
投
稿
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

今
回
の
第

回
国
際
学
術
大
会
は
秋
季
で
あ
っ
た
た
め
、
韓
国
日
本
文

51

化
学
会
に
所
属
し
て
い
る
会
員
の
み
の
発
表
に
な
っ
た
が
、
春
季
の
場
合

は
、
「
韓
国
日
本
語
文
学
会
」
、
「
大
韓
日
語
日
文
学
会
」
、
「
日
本
語
文
学

会
」
と
合
同
で
「
韓
国
日
本
研
究
総
聯
合
会
」
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
に
と
っ
て
は
、
今
回
の
学
会
が
韓
国
学
会
へ
の
初
め
て
の
参
加
と

な
っ
た
が
、
文
学
だ
け
で
は
な
く
日
本
語
学
、
日
本
語
教
育
学
、
日
本
学

（
歴
史
・
社
会
・
芸
術
）
な
ど
の
様
々
な
研
究
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
点

◎
イ
ベ
ン
ト
・
レ
ビ
ュ
ー

韓
国
日
本
文
化
学
会
第

回
国
際
学

51

術
大
会
（
２
）

朴

美

姾

PA
R
K

M
i
j
e
o
n

で
と
て
も
有
益
で
あ
っ
た
。
先
の
大
場
健
司
氏
（
韓
国
・
朝
鮮
大
学
校
）
は
、

「
日
本
近
代
文
学
」
の
会
場
に
お
い
て
日
本
語
で
行
わ
れ
た
研
究
発
表
を

ま
と
め
て
い
た
の
で
、
こ
こ
で
は
韓
国
語
で
行
わ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
簡

単
に
ま
と
め
る
。

韓
国
語
で
行
わ
れ
た
研
究
発
表
で
は
、
村
上
春
樹
（
一
九
四
九
年
―
）
、

島
崎
藤
村
（
一
八
七
二
―
一
九
四
三
年
）
、
松
本
清
張
（
一
九
〇
九
―
一
九
九
二
年
）
、

遠
藤
周
作
（
一
九
二
三
―
一
九
九
六
年
）
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
た
。

李
寭
仁
氏
・
尹
惠
暎
氏
（
忠
南
大
）
の
「
『
ア
フ
タ
ー
ダ
ー
ク
』
に
あ
ら

わ
れ
た
両
面
性
」
で
は
、
村
上
春
樹
の
作
品
『
ア
フ
タ
ー
ダ
ー
ク
』（
講
談

社
、
二
〇
〇
四
年
九
月
）
の
作
中
人
物
で
あ
る
浅
井
マ
リ
と
高
橋
テ
ツ
ヤ
を

中
心
に
、
人
間
の
両
面
性
の
様
相
に
つ
い
て
考
察
が
行
わ
れ
た
。
マ
リ
と

高
橋
に
内
在
し
て
い
る
被
害
意
識
と
そ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
他
者

へ
の
加
害
性
は
、
被
害
者
と
加
害
者
の
両
面
性
を
持
つ
人
間
が
他
者
と
の

疎
通
に
よ
っ
て
「
こ
の
世
界
で
個
と
い
う
孤
独
を
治
癒
」
し
て
い
く
姿
を

描
こ
う
と
す
る
、
作
者
・
春
樹
の
意
図
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
の
指
摘
が

な
さ
れ
た
。

千
善
美
氏

(

中
源
大
）

の
「
島
崎
藤
村
『
桜
の
実
の
熟
す
る
時
』
論

―
「
母
性
と
母
」
に
対
す
る
認
識
の
成
長

―
」
で
は
、
藤
村
の
青
年

期
を
自
伝
的
に
描
い
た
長
編
小
説
『
桜
の
実
の
熟
す
る
時
』（
一
九
一
四
―

一
九
一
八
年
）
を
中
心
に
、
渡
仏
前
後
の
「
母
性
と
母
」
に
対
す
る
認
識
の

変
化
に
つ
い
て
考
察
が
行
わ
れ
た
。
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
渡
仏
以
前
は

藤
村
の
母
親
を
含
め
た
す
べ
て
の
女
性
が
、
藤
村
自
身
の
先
入
観
に
よ
っ

て
無
条
件
に
差
別
を
受
け
て
い
た
が
、
渡
仏
以
後
は
「
母
性
と
母
」
だ
け

は
脱
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
範
疇
に
入
っ
た
と
い
う
。
そ
の
う
え
で
、
藤
村
の
「
成
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長
報
告
書
」
と
い
わ
れ
る
本
作
品
は
、
「
母
性
と
母
」
に
対
す
る
認
識
が

混
乱
し
て
い
た
段
階
か
ら
肯
定
的
に
成
長
し
た
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
た

「
報
告
書
」
で
あ
り
、
そ
う
し
た
肯
定
的
意
識
世
界
へ
の
成
長
は
、
後
期

藤
村
文
学
に
も
多
少
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

韓
基
連
氏
（
江
陵
原
州
大
）
の
「
『
日
本
の
黒
い
霧
』
研
究

―
謀
略
朝

鮮
戦
争
を
中
心
に

―
」
で
は
、
一
九
六
〇
年
一
月
か
ら
一
二
月
ま
で
月

刊
『
文
藝
春
秋
』
に
連
載
さ
れ
た
松
本
清
張
『
日
本
の
黒
い
霧
』
に
登
場

す
る
事
件
・
事
故
に
つ
い
て
考
察
が
行
わ
れ
た
。
朝
鮮
戦
争
が
ア
メ
リ
カ

の
陰
謀
、
積
極
的
な
介
入
に
よ
っ
て
起
き
た
と
み
る
清
張
の
見
解
を
中
心

に
、
事
実
関
係
を
確
認
し
た
う
え
で
、
関
係
者
や
専
門
家
の
見
解
・
評
価

と
作
品
中
に
表
れ
て
い
る
清
張
の
見
解
・
評
価
を
比
較
す
る
形
で
分
析
が

進
め
ら
れ
た
。
作
中
に
登
場
す
る
様
々
な
事
件
・
事
故
の
記
録
を
新
聞
な

ど
の
同
時
代
資
料
に
よ
っ
て
確
認
し
た
結
果
、
若
干
の
誤
謬
が
あ
る
も
の

の
、
そ
れ
は
清
張
に
間
違
っ
た
判
断
を
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
た

め
、
『
日
本
の
黒
い
霧
』
は
正
確
な
事
実
に
立
脚
し
て
描
か
れ
た
も
の
で

あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
。

安
增
煥
氏

（
韓
南
大
）
の
「
聖
書
的
観
点
か
ら
み
た
遠
藤
周
作
の
『
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
』
」
で
は
、
人
間
の
実
存
、
悪
・
誘
惑
・
罪
、
絶
望
、
救
済

と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
用
い
て
、
作
品
と
聖
書
が
ど
の
よ
う
に
調
和
し

て
い
る
の
か
考
察
が
な
さ
れ
た
。
氏
は
ま
ず
、
作
品
の
背
景
が
『
新
約
聖

書
』
の
「
ロ
ー
マ
書
」
、
特
に
七
章
の
プ
ロ
ッ
ト
と
一
致
す
る
と
述
べ
、

イ
エ
ス
の
使
徒
と
し
て
教
義
を
体
系
化
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
化
に
絶

対
的
な
役
割
を
果
た
し
た
パ
ウ
ロ
と
、
キ
リ
ス
ト
教
の
荒
れ
地
で
あ
る
日

本
で
一
生
を
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
的
主
題
か
ら
離
れ
ず
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

作
家
と
し
て
確
固
た
る
位
置
を
占
め
て
い
た
遠
藤
と
の
類
似
性
を
指
摘
し

た
。
さ
ら
に
、
自
己
の
内
面
に
存
在
す
る
嫌
悪
す
べ
き
も
う
一
つ
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
と
、
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
対
し
て
嘆
息
し

た
時
期
に
つ
い
て
も
遠
藤
と
パ
ウ
ロ
の
共
通
性
を
指
摘
し
た
。
そ
の
う
え

で
、
『
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
』（
新
潮
社
、
一
九
八
六
年
三
月
）
は
、
遠
藤
が
信
仰
の

旅
程
か
ら
覚
っ
た
人
間
と
キ
リ
ス
ト
教
救
済
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
よ

う
な
小
説
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

尹
惠
暎
氏
（
忠
南
大
）
の
「
「
ア
イ
ロ
ン
の
あ
る
風
景
」
と
「
タ
イ
ラ
ン

ド
」
論
」
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
一
九
九
五
年
一
月
一
七
日
）
や
オ
ウ

ム
真
理
教
に
よ
る
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
（
同
三
月
二
〇
日
）
に
よ
っ
て
作
家

と
し
て
の
「
社
会
的
責
任
感
」
を
痛
感
し
、
そ
れ
を
反
映
し
た
と
さ
れ
る

村
上
春
樹
の
短
編
集
『
神
の
子
ど
も
た
ち
は
み
な
踊
る
』（
新
潮
社
、
二
〇

〇
〇
年
二
月
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
二
編
を
中
心
に
考
察
が
行
わ
れ
た
。
傷

痕
や
ト
ラ
ウ
マ
を
抱
え
る
人
間
の
様
相
と
そ
の
克
服
過
程
を
描
く
こ
と
で

作
品
が
伝
え
よ
う
と
す
る
「
新
し
い
価
値
」
と
は
何
か
を
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
氏
は
、
春
樹
は
「
タ
イ
ラ
ン
ド
」
に
お
け
る
ホ
ッ
キ
ョ

ク
グ
マ
の
逸
話
を
通
し
て
「
我
々
は
一
体
何
の
た
め
に
生
き
て
い
る
の
か
」

と
い
う
問
題
を
提
起
し
て
い
る
と
と
も
に
、
「
ア
イ
ロ
ン
の
あ
る
風
景
」

に
お
い
て
「
重
要
な
の
は
今
だ
」
と
い
う
言
葉
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
地

震
と
死
が
「
今
」
を
生
き
て
い
る
人
々
の
「
新
し
い
価
値
」
の
探
索
に
お

い
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
そ
の

う
え
で
、
二
つ
の
作
品
に
見
ら
れ
る
「
生
き
て
い
る
が
半
分
は
死
ん
で
い

る
の
と
同
じ
だ
」
、「
死
ぬ
方
法
が
逆
に
生
き
る
方
法
へ
と
導
い
て
く
れ
る
」

と
い
う
表
現
に
着
目
し
、
一
見
死
の
話
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
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生
と
死
が
対
等
な
関
係
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
結
局
は
自

ら
残
り
の
人
生
を
肯
定
的
に
生
き
て
い
く
べ
き
だ
と
い
う
「
生
の
回
復
可

能
性
」
が
証
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
読
み
解
い
た
。

以
上
、
韓
国
で
日
本
近
現
代
文
学
研
究
を
行
っ
て
い
る
研
究
者
の
発
表

内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
た
。

韓
国
日
本
文
化
学
会
の
国
際
学
術
大
会
で
は
、
様
々
な
分
野
で
研
究
を

行
っ
て
い
る
研
究
者
と
交
流
が
で
き
る
た
め
、
研
究
の
学
際
性
を
高
め
る

場
と
し
て
も
意
義
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
実
際
、
会
場
で
は
同
じ
分
野
同

士
よ
り
も
異
な
る
分
野
の
研
究
者
と
の
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。

筆
者
も
そ
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
な
か
で
、
分
野
の
異
な
る
研
究
者
た
ち
に

自
ら
の
研
究
に
つ
い
て
説
明
し
た
り
、
相
手
の
研
究
に
つ
い
て
質
問
や
意

見
を
述
べ
た
り
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

最
後
に
、
今
回
の
学
会
で
お
世
話
に
な
っ
た
吉
美
顯
氏
に
こ
の
場
を
借

り
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
今
回
の
学
会
を
機
に
情
報
実
務
理
事
と
し
て

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
韓
国
日
本
文
化
学
会

に
興
味
が
あ
る
方
は
気
軽
に
筆
者
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
ほ
し
い
。

（
九
州
大
学
大
学
院
地
球
社
会
統
合
科
学
府
博
士
後
期
課
程
二
年
）


